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問1 平安時代初期、唐で密教を学んだ僧侶が帰国し、当時の政治と結びついていた奈良の仏教を批判して、山の中で厳しい修行を
行う新しい宗派を開きました。このうち、紀伊半島の高野山に金剛峯寺を建てて真言宗を広めた人物として正しいものを選び
なさい。 （2017年　神奈川県公立入試　類似）

1.  空海 2.  最澄 3.  親鸞 4.  栄西

問2 平安時代の仏教に関する学習のまとめにおいて、最澄や空海が仏教を学ぶために渡った当時の中国の王朝名と、のちに広まっ
た「死後に極楽浄土へ生まれ変わることを願う信仰」において阿弥陀仏に唱える修行の名称の組み合わせとして正しいものは
どれですか。 （2022年　歴史公立入試　類似）

1.  王朝名：唐、修行の名称：念仏 2.  王朝名：唐、修行の名称：題目 3.  王朝名：宋、修行の名称：念仏 4.  王朝名：宋、修行の名称：題目

問3 平氏政権が当時の中国の王朝である宋（南宋）との貿易を重視し、大規模な港の整備や航路の確保を行った最大の理由とし
て、最も適切な説明はどれですか。 （2022年　佐賀公立入試　類似）

1.  宋と軍事同盟を結び、東国で勢
力を伸ばしていた源氏を海から挟
み撃ちにするため。

2.  貿易による莫大な利益と宋銭な
どの輸入品を、一門の権力を維持
するための経済的基盤にするた
め。

3.  仏教を日本に広めるため、宋か
ら大量の経典や僧侶を招くための
安全な窓口が必要だったため。

4.  モンゴル帝国の侵攻に備え、博
多に代わる新しい防衛拠点と補給
路を確保するため。

問4 「この世をば　わが世とぞ思う　望月の　欠けたることも　なしと思えば」という歌を詠み、摂関政治の全盛期を築いた人物
は藤原道長です。その子である藤原頼通が、父の別荘を寺院に改め、京都の宇治に建立した建築物の名称として正しいものを
選びなさい。 （2024年　千葉県公立入試　類似）

1.  平等院鳳凰堂 2.  厳島神社 3.  中尊寺金色堂 4.  東大寺大仏殿

問5 平安時代中期に、それまでの中国（唐）の影響を強く受けた文化から、日本独自の「国風文化」へと変化していった歴史的な
背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年　岐阜公立入試　類似）

1.  遣唐使の廃止によって大陸との
公的な交流が途絶え、それまでに
取り入れた大陸文化を日本の風土
に合わせて消化・吸収する動きが
強まったため。

2.  天台宗や真言宗といった新しい
仏教が、唐の最新の文化をそのま
ま取り入れることを厳格に禁じた
ため。

3.  律令国家の仕組みが完成し、唐
の制度や文化を学ぶ必要が完全に
なくなったため。

4.  武士が政治の実権を握り、大陸
の影響を受けた貴族文化に代わ
る、素朴で力強い文化を奨励した
ため。

問6 平安時代後期、仏教の教えが衰える時代が来るとされる「末法思想」の影響により、貴族から民衆に至るまで広く普及した信
仰があります。藤原頼通が宇治に平等院鳳凰堂を建立する動機となった、念仏を唱えて極楽浄土への往生を願うこの信仰を何
といいますか。 （2025年　山梨公立入試　類似）

1.  浄土信仰 2.  禅宗 3.  法華信仰 4.  密教

問7 平安時代中期の文化において、藤原頼通が建立した平等院鳳凰堂に代表されるような、日本独特の風土や感情に合わせた文化
の総称と、その背景にある信仰の組み合わせとして正しいものを選んでください。 （2024年　熊本県公立入試　類似）

1.  国風文化 ― 浄土信仰 2.  天平文化 ― 浄土信仰 3.  国風文化 ― 禅宗 4.  弘仁・貞観文化 ― 密教

問8 9世紀末に遣唐使が停止されたことなどを背景として、それまで取り入れてきた中国の文化を日本の風土や生活に合わせて消化
し、洗練させた平安時代中期の文化を何というか。 （2022年　京都公立入試　類似）

1.  国風文化 2.  北山文化 3.  東山文化 4.  天平文化

問9 平安時代中期、藤原道長や頼通の親子が政治の実権を握っていた時期の体制について述べたものとして、最も適切なものはど
れですか。 （2024年　宮崎公立入試　類似）

1.  自身の娘を天皇の后とし、その
子供を次の天皇に即位させること
で、天皇の母方の親戚として政治
を行う摂関政治。

2.  天皇が位を譲って上皇となり、
天皇の父方の親戚として実権を握
りながら政治を行う院政。

3.  地方の有力な武士と養子縁組を
繰り返し、武力による裏付けをも
って朝廷の役職を独占する武家政
治。

4.  天皇との親戚関係を一切持た
ず、実力主義で選ばれた官僚たち
が合議によって政治を行う律令政
治。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
空海

平安時代初期には、奈良時代の仏教が政治に介入しすぎたことへの反省から、山の中に寺院を建て
て修行に励む新しい仏教が求められました。空海は唐で最新の密教を学び、帰国後に和歌山県の高
野山を拠点として真言宗を開きました。同時期に比叡山で天台宗を開いた最澄とともに、平安文化
に大きな影響を与えました。

問2 答え 1
王朝名：唐、修行の名称：念仏

平安時代初期、最澄（天台宗）や空海（真言宗）は遣唐使とともに唐へ渡り、新しい仏教を日本に
伝えました。平安時代中期以降、社会の混乱や末法思想の広がりを背景に、阿弥陀仏を信じて「南
無阿弥陀仏」と唱える念仏により、死後に極楽浄土へ生まれ変わることを願う浄土信仰が盛んにな
りました。題目を唱えるのは鎌倉時代に始まる日蓮宗の修行であり、宋は平安時代後半から鎌倉時
代にかけて交流が盛んになった中国の王朝です。

問3 答え 2
貿易による莫大な利益と宋銭などの輸入
品を、一門の権力を維持するための経済
的基盤にするため。

平清盛は、武力だけでなく経済力によって政権を安定させようと考えました。大輪田泊を整備して
日宋貿易を本格化させ、宋から輸入した宋銭を国内で流通させることで、貨幣経済の先駆けとなり
ました。この経済力が、平氏の「平氏にあらずんば人にあらず」と言われるほどの全盛期を支えま
した。

問4 答え 1
平等院鳳凰堂

摂関政治の全盛期を築いた藤原道長の息子である頼通は、父から譲り受けた宇治の別荘を寺院に改
めました。これが平等院鳳凰堂です。当時は末法思想の影響で、死後に阿弥陀仏によって極楽浄土
へ導かれることを願う浄土信仰（浄土教）が貴族の間で流行しており、この建物はその極楽浄土の
姿を地上に再現しようとして造られました。

問5 答え 1
遣唐使の廃止によって大陸との公的な交
流が途絶え、それまでに取り入れた大陸
文化を日本の風土に合わせて消化・吸収
する動きが強まったため。

遣唐使の廃止により、中国の文化をそのまま模倣するのではなく、日本の気候や生活習慣、日本人
の感性に適した形へと作り変える傾向が強まりました。これが、大和絵や寝殿造、かな文学といっ
た日本独自の文化形成につながりました。

問6 答え 1
浄土信仰

平安時代中期から、社会の混乱を背景に「浄土信仰」が盛んになりました。平等院鳳凰堂はその信
仰を視覚的に表現した最高傑作とされ、内部には美しい阿弥陀如来像が安置されています。この文
化は国風文化の一つに分類されます。

問7 答え 1
国風文化 ― 浄土信仰

遣唐使の廃止などをきっかけに、日本の風土や生活に合わせた「国風文化」が発達しました。平等
院鳳凰堂はこの国風文化の代表的な建築物であり、その造営には、阿弥陀如来を信仰して極楽往生
を願う浄土信仰が強く影響しています。天平文化は奈良時代、弘仁・貞観文化は平安時代初期の文
化です。

問8 答え 1
国風文化

894年に菅原道真の建議によって遣唐使が廃止されたことで、中国との直接的な交流が減少しまし
た。その結果、それまでの大陸文化の影響を残しながらも、日本の貴族の生活や感性に適した独自
の文化が発展しました。これを国風文化と呼びます。

問9 答え 1
自身の娘を天皇の后とし、その子供を次
の天皇に即位させることで、天皇の母方
の親戚として政治を行う摂関政治。

藤原氏は平安時代、天皇との婚姻関係を深めることで権力を維持しました。自分の娘が産んだ子
（孫）を天皇に立て、自分は天皇の母方の祖父という立場を利用して、幼い時には摂政、成人して
からは関白として政治を主導しました。この仕組みを「外戚（がいせき）関係」と呼びます。


